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平成２９年度 第１回岡山県後期高齢者医療広域連合懇話会概要 

 

１．日 時 平成２９年１１月１３日（月） 午後１時３０分から３時００分 

２．場 所 岡山県市町村振興センター ５階 れじょんホール 

３．出席者（出席者１４名、欠席者１名） 

 【委 員】 保﨑会長 平松副会長 𠮷田委員 山上委員 田村委員 土屋委員  

廣畑委員 田中委員 横見委員 山下委員 原田委員 三好委員  

西田委員 吉田委員 

（欠席：役重委員）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

 

 【事務局】 大武事務局長兼総務課長 岩田業務課長 

 森川総務班長 藤井資格賦課班長 池田給付班長 廣瀬資格賦課班主任 

       板野給付班主任 三宅資格賦課班主事 

 原田書記 湯淺書記 

（欠席：山崎広域連合長職務代理者） 

４．次 第 

 ・開 会 

 ・事務局長あいさつ 

 ・懇話会委員・事務局職員の自己紹介 

 ・懇話会について 

 ・会長及び副会長の選出 

・議 題 

  １ 平成３０・３１年度の新保険料率について 

  ２ その他 

 ・事務連絡 

 ・閉 会 

５．会議内容 

 ・開 会 

   司会進行（事務局） 

・あいさつ 

  広域連合長職務代理者欠席のため、事務局長があいさつ 

・懇話会委員・事務局職員の自己紹介 

・懇話会について 

  組織について要綱に沿って説明 

・会長の選出 

  会長に保﨑委員を選出 

あいさつ（会長） 

 ・副会長の指名 

   あいさつ（副会長） 
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・議 題１ 平成３０・３１年度の新保険料率について 

（事務局） 

資料に基づき、説明 

 

（委 員） 

   広域連合からの方針ということで、剰余金から 10億円を繰り入れると。この剰余金

というのは、どういったもので、剰余金ですから毎年決算で残ってるようなものだと

思うんですけど、これはトータルして幾らぐらい残ってるものなのか。この性質と、

それからもし差し支えなければ金額を教えてください。 

 

（事務局） 

   剰余金というのは、皆様からいただいた保険料等を決算しまして、その年度に残っ

た分を翌年度に繰り越して積み立てているものでございます。今その基金の積み立て

のほうが、予算上、今年度末で約 33億円残るんではないかという状況になっておりま

す。よろしいでしょうか。 

 

（委 員） 

   33億円というのが多いのか少ないのか、よくわかっていないんですが、これは今ま

ではずっと保険料率というのは上がってきてて、繰り入れとかというのはやってなか

ったわけ。今回初めてということ。 

 

（事務局） 

   いえ、これまでも保険料率、保険料額の上昇を抑えるために入れるようにしていま

した。 

 

（委 員） 

  一応いろいろ事務局からお話聞いとって一つもよくわからんものですから、基本的

には広域連合の方針に合わせればと存じますけど、これでいいんじゃなかろうかと思

いますが、私ども自分で今この後期高齢者でいろいろ徴収されており、いきなり 75

歳にぽっとなって、今までは会社の健康保険組合ですかね、あそこへかけた後に、い

きなり後期高齢者にぽっと入って幾ら払えと市町村から来たんですけど、随分高かっ

たという印象が物すごくあるんですわ。これはしゃあねえなと。こういう今の説明の

算定方式でこげんに決まった。国民健康保険の算定基準とこの後期高齢者のやつは大

分違うんですかね。後期高齢者に入ったら、もうどうも随分高えような気がするんだ

けど、そうではないんよね。ちょっと参考までにお話聞きたいなと思って。 

 

（事務局） 

   保険料の算定につきましては、１人当たり幾ら、所得に応じた保険料が幾らという

ことになっています。協会けんぽ、被用者保険については、働かれてる当時の標準報

酬月額をもとに一定の料率、幾らから幾らまでが幾らですよという形の計算方法にな
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っておりますけれども、国民健康保険、後期高齢者医療制度の保険料については、総

所得金額、こちらがもとになります。総所得金額については、給料だけでしたら変わ

らないんですけれども、ほかに年金もらったら年金、あるいは例えば不動産所得があ

りますよといえば、その不動産所得、給与、年金、それぞれを合算するということに

なります。この合算した総所得金額から 33万円の基礎控除を引いて、所得割の料率を

掛けることになります。ですから、給与以外の所得がある方については、多分かなり

高くなる可能性があるのかなというふうに考えられます。 

 

（委 員） 

   基本的には企業の保険組合云々じゃなしに、国民健康保険とそれからこの後期のや

つは、僕の今の立場でその算式使って国民健康保険と後期高齢者のあれしたら、計算

式が違うわけですから、後期高齢者のほうが安いんですかね。安いの当然ですよね。 

 

（委 員） 

   高いんじゃ。 

 

（委 員） 

   高いんですか。 

   

（委 員） 

   いえいえ、よく知らないけど。 

 

（委 員） 

   高齢者は高いんです。 

 

（会 長） 

   事務局、お願いします。 

 

（事務局） 

   保険料の決定なんですけれど、国民健康保険も後期高齢者の医療保険のほうにつき

ましても、決定の方法といいますか、計算ですね、これは前の年の所得によって計算

をしていくようになります。後期高齢の医療保険は、もとにしているといいますか、

手本にしているのが国民健康保険ということになりますので、計算方法はほぼほぼ同

じものになっているんですが、税率といいますか、保険料率、この辺は後期高齢の医

療保険と国民健康保険が異なっております。また、国民健康保険のほうにつきまして

は、現役並みといいますか、後期高齢の被保険者に対する支援ですね、支援部分とか

も入ってくるようになっておりますので、計算して多分それほど金額は変わらないと

は思うんですが、若干安くなるという印象を持っております。 
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（委 員） 

 若干ですね。 

 

（事務局） 

   若干です。そう大きくは変わらないと思います。 

 

（委 員） 

   よくわからないんですが、我々高齢者の方々が何で保険料が、これ、高いんか。そ

うして、75歳になった途端にかかる率が多いのにもかかわらず、保険料も同じように

安くならんといけんのが高うなるというのは、それはどういうことなんじゃろうかと

いう御質問があるんですが、我々としては説明の仕方が不十分で納得がいかないんで

すが、健康保険課のほうへ尋ねたら思うような答えが返ってこないということなんで、

一番簡単な説明の仕方について、よろしかったら教えていただきたいんですが、どの

ようにしたら、こうなるんだよという説明の仕方を教えていただけたら助かるんです

が、よろしくお願いします。 

 

（事務局） 

   ざっくり言えば、社会保険は半分会社が負担しております。それから比べると高い

かなという感じがあるかもしれません。一方、国保のほうは若干安くなるんではない

かと思っております。というのが、先ほどもちょっと言いましたが、社会保険ですと

か国保のほうから高齢者のほうへ支援金ということで、例えば岡山県でいいましたら、

そちらの保険料から約 1,000億円もらってます。それで、後期高齢の保険料が高くな

らないように調整されております。そういうこともありますので、その前の制度、国

保の方だったらちょっと安くなるかな、社保の方だったらちょっと高くなるかなとい

う感じかなと思います。 

 

（委 員） 

   聞いてくれといって頼まれましたんで、私も言いとうないことを言わせてもらいま

す。というのが、所得に応じまして１割とか２割とか、高齢者になりましても、それ

で３割の方が大分おられるんですが、私ももちろん３割お払いしてるんですが、それ

は所得が少し皆さんよりあれだから我慢せにゃいけんよと私は皆さんに言うんですけ

ども、80歳ぐらい超えたら３割が２割にはしてもらえんのじゃろうか。今日聞いてく

れと言われましたんで、もうそんな質問はちょっとやぼな質問じゃと思いますけど、

一応聞かれた以上、お答えせにゃいけませんので、教えてください。 

 

（事務局） 

   そのことに関しましては、もう所得、これ、もう税金の資料ではっきり出てくるも

のです。率に関しては、もうこれ、国が決めておりますので、我々ではどうしようも

ないというところでございます。最近ニュースを見ましたら、財務省のほうが厚労省

のほうに対して、１割の人も２割ということを検討せよというニュースも流れてきた
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りしてて、ですから３割の方は逆に高くなる可能性もなきにしもあらずかなと。これ、

厚労省の中で決められたことではないので、そういう情報もあるということで。です

から、国の決めたものですので、政権でも変わらない限り、どうにもならないのかな

とは思っております。 

 

（委 員） 

   言っておきます。私なんか病院は本当に健診以外は行ったことがないんで、３割が

５割になろうが 10割になろうが別に余り思いませんけど、やはり所得の高い人でも病

院へ何回も行かれてる人は、１割と３割といったら、それは払うときが違うと思うん

です。それで、聞いてみてくれと言われましたんで、一応そのことをお伝えしておき

ます。ありがとうございました。 

 

（事務局） 

   前回か前々回の懇話会でも出たかと思うんですが、そういったことについては急激

に高くなったり、そういったことがないようにということで、連合長で組織する会議

がありまして、そこから国のほうへ毎年要望書を出しているところでございます。 

 

（委 員） 

   ちょっと教えていただきたいんですけども、資料３なんですが、左のほうの下のほ

うの①剰余金及び財政安定化基金からの交付金を収入に計上しない場合というのがあ

るんですけども、これは財政安定化基金という、この横を見ると０円になっているん

ですが、これは何かこのゼロを入れる入れないで何か変わってくるのでしょうか。 

 

（事務局） 

   失礼いたします。財政安定化基金なんですけれど、この安定化基金というのは急激

な保険料の徴収不足、または病気が突然はやり出して給付額が急に伸びたとき、それ

に対応するために県のほうで、拠出しているのは国・県・広域連合という３者で拠出

しているようになるんですけれど、そこで持っている基金になります。基本的には、

そういった急激な保険の医療費等の増加に対応するようなものなんですけれど、それ

の用途としまして、保険料が急激に上昇するような場合、その基金を充てて上昇を抑

えるということができるようにされております。 

   今回につきましては、剰余金を入れることで上昇を抑え、現行並みの現行の保険料

額が維持できるということで、まずは剰余金のほうを充てさせていただいて、今回は

上昇しないということで、安定化基金のほうの使用ができないというか、使用が不要

であるということで、今回は０円とさせていただいております。 

 

（委 員） 

   そのときに今回剰余金を使いません、０円にした場合、上昇してしまって、この安

定化基金が使えるということになるんですか。 
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（事務局） 

   まず、順番で剰余金からというふうに定められておりますので、まず剰余金を入れ

て、それでも必要な場合は安定化基金のほうをということになっておりますので、今

回は０円ということにさせていただいております。 

 

（委 員） 

   資料の５ページなんですけども、保険料率の変遷ということで、それでここの右の

下、平成 30 年・31 年度保険料率で１人当たり６万 8,031 円に、所得割、そういった

ものは変わらないんですけれども、結局額に換算するとアップしますよということで

すね。こちらの金額は先ほどの剰余金を入れた場合の金額になるかと思うんですが、

これを入れなかった場合というのは幾らになりますか。 

 

（事務局） 

   入れなかった場合の金額なんですが、こちらのほうが資料の４の①、こちらが入れ

ない場合で計算させていただいている資料になるんですが、これの一番右のほうにな

ります賦課額、ここに１人当たりの平均保険料額という数字で出ておりまして、６万

9,577 円という数字が出ております。これが剰余金を入れなかった場合の金額となっ

ております。 

 

（委 員） 

   わかりました。それ、結局のところ、今回は料率がアップしてしまうので、制度的

に制度改正とかそういったところでアップしてしまうので、この剰余金を充てて上が

らないようにするしかないということになりますか。事務局案の案①、案②が出てい

るかと思うんですけれども、これ、案①に据え置くということは制度的にできない。

これもできる。 

 

（事務局） 

   剰余金を計上しないということも制度的にはできます。ただ、このたびは剰余金の

ほうもまだということでもありますし、状況を鑑みまして保険料を据え置きにできる

んではないかと事務局のほうでは考えておりますので、投入を検討していただきたい

と思っております。 

 

（委 員） 

   すみません。そうなったときというか、何とか安定化基金というのがあるのはわか

りましたけれども、了解しました、はい。じゃあ、普通に保険料を上げるか、それを

上げない場合は、まず剰余金を充てるということですか。 

 

（事務局） 

   はい。 
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（委 員） 

   なるほど。じゃあ、財政安定化基金は今回は使えない。 

 

（事務局） 

   そうです。今回は、はい。 

 

（委 員） 

   わかりました。 

 

（会 長） 

   ちょっと補足を私のほうからします。 

   財政安定化基金というのは、基本的には先ほど言いましたように、もともとの制度

自体の仕組みからいくと、医療費の高騰であったり、あるいは極端に滞納がずっと増

えたことによって、この事業そのものが大きくマイナスになっちゃう、赤字になっち

ゃう、赤字になったときに、じゃあ改めて追加で皆さんに負担を願うというわけには

いかないんで、そのために基金をつくって、その財源を補填しようというのがもとも

との仕組みだったところなんです。 

   ところが、４年、５年ぐらい前にかなり医療費が高騰しまして、皆さんの保険料で

賄う医療費ではなくて、もうお医者さんにかかる費用がすごくかかったということで、

かなり保険料が上がってしまうということが懸念された状態が起きたときに、厚労省

のほうの指導もありまして、この財政安定化基金というものがあるじゃないかと、こ

れがいつ使われるかわかんない状況の基金であるから、たちまちそういう状況にある

ならば、このお金をとりあえず使って保険料率を下げちまおうというふうな、簡単に

言えば指導がありまして、それに基づいて、先ほどちょっと説明がありました、この

基金をこの保険料率の下降のために使うことができるようにしようという制度に若干

切りかわったところです。 

   岡山県の場合、私たまたまおったから言えるんですけれど、この安定化基金という

のは使っておりません。ただ、全国的に言えば、かなり安定化基金を使って保険料率

を下げたところはございますので、制度としては確かにそういうもともとの制度でし

たけれど、そういう有効な活用に使うということを厚労省のほうが目指したというこ

とで、この安定化基金を使ったわけですけれど、ただ先ほど担当のほうから説明があ

りましたというのは、剰余金があれば、まず剰余金から使って保険料率を上げないよ

うにしよう、それでもまだカバーし切れない場合は基金を使おうということなんです

けれど、たまたまここで０円になってるということは、今財政安定化基金、先ほど言

いましたように県のほうで実際は積み立てているんですけど、かなり高額な金額が既

に積み立たってます。 

   したがって、これ以上積み立てても、よほど保険料が上がる見込みがあるならば、

それを使うためにさらに積み立てるというのは必要かもわかりませんが、たちまち今

現状では何とかこの剰余金で保険料率を抑えれるという状況であるならば、もう積み

立てなくてもいいんじゃないかということで、ここで０円になっているというふうに
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さっきこの会議始まる前にちょっとお聞きしましたので、たちまちここの会計の中で

は０円になって、保険料率をそのままこの金額にしてるというふうにお聞きしました。

そういう制度の変遷が若干ありましたが、何とか保険料率をできるだけ抑えるような

形で今回も剰余金をつぎ込んでるというふうになってるというふうに聞きましたので、

その辺で御理解がいただければとは思いますが。 

   はい、すみません、ちょっと余分なことを言いました。 

 

（委 員） 

   すみません。今までのお話をお聞きしてて、今岡山県には後期高齢者の被保険者が

28万人というふうなお話でしたが、結局、例えばこの平成 28年度・29年度から平成

30年・31年度になると、１人当たりが平均保険料額というのが 2,000円ちょっとぐら

いアップするわけですよね。先ほどのお話では、軽減特例ですか、の対象者がいて、

それが見直されるからというのが大きいんだというお話だったんですが、全国で 916

万人、普通に考えれば岡山県では 20万人ぐらいの該当者がいるのかなというふうに思

うんですが、ということはこの 20万人ぐらいの方が特に保険料が上がるというふうに

考えていいんですか。 

 

（事務局） 

   先ほど言われたように、岡山県であれば軽減対象、所得割の特例軽減というのが今

現在で２割軽減というのがあるんですけど、所得割２割軽減、その対象者が３万 6,000

人ほどいます。ただ、均等割の軽減対象者がこれが９割軽減だったり 8.5割軽減だっ

たり５割軽減だったり、その所得に応じて軽減の額、受ける額が違うんですが、今回

この影響してくるような方が約１万 3,000人ぐらい、均等割の軽減が１万 3,000人ぐ

らいです。所得割の軽減が３万 6,000人ほどいる予定です。その方々の負担、どれぐ

らい被保険者の方の負担が増すのかなという試算ですが、約９億円ほど被保険者の方

に、今まで軽減受けるのに国から入ってたんですが、それが被保険者の方に負担にな

りそうな額ということで、２年間、平成 30年度と平成 31年度で９億円ほどになる見

込みです。 

  

（委 員） 

 結局、じゃあ保険料がアップする方というのは、具体的に言うと 28万人のうち、何

万人ぐらいですか。 

 

（事務局） 

   ３万 6,000人と１万 3,000人なんで、約５万人ぐらいですか。 

 

（委 員） 

   先ほどのお答えに対して、少しまたお聞きさせてください。平成 30 年・31 年度の

保険料率、保険料が少し上がる。そのうち上がるのは、ほかの方といったらおかしい

ですけど、軽減措置が今まで対象になっていた方だけ上がると、ほかの方は変わらな
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いというふうに考えてよろしいんですか。 

 

（事務局） 

   はい、そのとおりです。今まで軽減になっていた人だけが上がるというふうな次第

です。 

 

（委 員） 

   わかりました。それから、ちょっとまた飛ぶんですけども、財政安定化基金につい

て、これは県のほうで積み立てているということなんですけども、この原資というの

は何なんですかね。それで、どのくらい今積み立てているんでしょうか。それから、

その資金使途、使える状態というのは先ほど御説明があったんですけども、剰余金が

ゼロになったときに初めて使える。それとか、物すごい引き上げとかそういったとき

にしか使えないと。そういったことで理解してよろしいか。先ほどのまず数値のほう

から教えてください。 

 

（事務局） 

   原資ですが、広域連合から３分の１負担するのですが、保険料から出ることになっ

ております。また、積み立てなんですけど、残高はこの年度末で 39億円になる予定で

す。 

 

（委 員） 

   保険料から３分の１で、残りの３分の２は、これは県税。 

 

（事務局） 

   国と県が３分の１ずつ。 

 

（委 員） 

   ということは、税金。 

 

（事務局） 

   申し訳ございません。当然税金だとは思われるのですが、すみません、今すぐに明

確にわかりませんので、どうしましょうか。また、調べておいて、次回御報告でもよ

ろしいでしょうか。 

 

（事務局） 

   たしか一般財源だったと思います。 

 

※ 後日、確認を行い、一般財源（所得税や法人税、消費税等）である旨を文書により

各委員へ回答した。 
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（委 員） 

   わかりました。それじゃあまた、その剰余金と財政安定化基金拠出金からの使い方

というんですか、まず剰余金を使ってから、それで緊急等起きたら安定化基金から拠

出すると、そういった使い方の認識でよろしいですね。 

 

（会 長） 

   財政安定化基金の本来の目的がございますので、会計が赤字になったときの補填と

いうのが第一原則になると思いますので、基金のほうはですね、したがって基金が必

ずしも保険料率を下げるために使うというのが前提ではないので、そこのところは最

終的には県なり国なりと協議をしながらという形にはなろうかと思います。そういう

状況でいいんですよね。 

 

（事務局） 

   そうです。ですから、当然剰余金を用いて上昇を下げる。ただ、剰余金だけでは足

りない場合に県財政安定化基金を使ってもいいということですので、結果的に順番は

剰余金使って、県の安定化基金という順番にはなります。 

 

（委 員） 

 はい。これからあと８年すれば団塊の世代の方が全て後期高齢者に移っていかれま

す。どんどんこれからも後期高齢者の医療費が、もちろん私どもも入っていると思う

んですけども、そういうのが膨らんでくるんで、こういった剰余金とかそういったも

のを大事に使っていただいて、ある程度の保険料の上昇、負担というのはやむを得な

いんじゃないかと私は思っております。 

   以上でございます。 

 

（会 長） 

   はい、ありがとうございます。 

   ほかにございませんですか。 

   よろしいでしょうか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

（会 長） 

 はい、御意見、御質問、ほかにございませんようですので、とりあえず締めくくら

させていただきますが、一番皆様方、被保険者の方々の皆様方の一番重要な案件とい

うのは、保険料の高騰につながらない、できるだけ安く抑えていただきたいというの

が一番基本だと思いますので、そういう基本に基づいた皆様の御希望に沿えるように、

いろいろ知恵を絞っていただいて努力をしていただきたいというふうに思っておりま

すので、これからもひとつよろしくお願いします。 

   すみません。大変拙い進行で申し訳ございませんでしたが、とりあえず第１の案件
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につきましては、これをもちまして終了といたします。 

 

 

議 題２ その他 

 （会 長） 

   続きまして、議題２のその他でございます。 

   何か皆様方で料率、保険料以外のことでございますでしょうか。 

 

（委 員） 

   糖尿病の患者さんが増えているんですけども、それに伴って糖尿病性腎障害で人工

透析を受けんといかん人がずっと右肩上がりで増えているわけですね。そういう状況

の中で、取り組みは糖尿病の重症化予防を各保険者が取り組んでほしいという要望を

出して、岡山県の国保も幾つかの市町村で取り組み始めてるわけですけども、後期高

齢者はそれ、ドッキングして取り組んでるんか、また別の制度ですから別途取り組む

必要があるのか、そこら辺の経緯がわかりましたら教えてほしいです。 

 

（事務局） 

   国民健康保険との連携とかということもありまして、例えばこの８月には岡山市の

国保と協議させていただいたりですとか、そういった連携をとるように努めておりま

す。国保あるいは協会けんぽに若いうちにそういうふうにならないようにしていただ

くのが重要かと思いますが、我々のほうも健康増進という観点から今後何か連携して

できないかということは現在探っているところです。今年度も６月と９月に市町村の

ほうの担当者の方と意見交換したということもありまして、我々の思い、どんどん進

めていきたいということを御説明させていただいて、これから少しでも一つでも多く

の市町村で連携して何かできないかなというところで今探っているという状況です。 

 

（委 員） 

   制度として違うから、国保のほうが後期高齢者のデータをどこまで持ってるかがち

ょっと心配なんですけども、以前、後期高齢者のデータを見たときに、かなり糖尿病

で入院率が高い市町村が結構あるんですね。これは腎症や腎不全じゃなしに別の合併

症なんでしょうけども、管理が悪いのは同じなんですね。ですから、そういう糖尿病

による入院率なんかは、こちらでデータが把握できてるわけでしょうから、そこら辺

のデータをもとに市町村にもこういう実態だといったようなこともお見せしたほうが

市町村も取り組みやすいんじゃないかなというふうに思うんですけども。 

 

（会 長） 

   今、先生がおっしゃられたような状況をよく市町村と連携とりながら、当然データ

それぞれ持ってるわけでしょうから、そのデータのすり合わせをしながら今後の活用

にしていただければと思いますので、その辺の努力はお願いしたいと思います。 
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（事務局） 

 国のほうも、そういう方針でいろいろなもうコンピューターをそういう保険者で連

携してということを見据えて取り組んでいこうとしていることもありますので、少し

ずつやっていこうというふうに考えております。 

 

（委 員） 

   先ほど糖尿病性腎症の予防のお話が出ましたけれども、まずは私たち医療保険者が

取り組まないといけない大きな一つの課題、特定健診保健指導というのがありまして、

これが私ども協会けんぽで 50％を超えたぐらいの数字なんですね。岡山県全体で見て

も全国から比較すると低いほうに該当いたしますので、まずそういった健診保健指導

というのを私どもこれを積極的に取り組んでいくんですけれども、是非御協力をお願

いしたいなと思います。また、糖尿病性腎症の予防の関係ですけれども、岡山県のほ

うが来年３月を目途にプログラムをつくるというようなお話がございましたので、そ

ちらも活用できるんではないかなと思います。 

 

（会 長） 

   よろしくお願いします。 

   予定の時間が参りましたので、本議題につきましては、これをもちまして終了させ

ていただきたいと思います。 

   また、ほかにいろいろお尋ねしたいことがございましたら、後ほど事務局のほうに

お問い合わせをいただければというふうに思います。拙い進行で大変申し訳ございま

せんでしたが、御協力を感謝いたしまして議長をおろさせていただきます。ありがと

うございました。 

 

・事務連絡 

  事務局より事務連絡 

 

・閉会 

  あいさつ（会長） 

   

 

 

 


